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1.目的
鳴門教育大学が受託を予定しているパプアニューギ
ニア(以下PNG)長期・短期の研修に関する現地側
のニーズを調査し，研修プログラムの策定に役立てる
ことを目的として以下の調査を行った
(1) PNG教育省関係者・ JICAプロジェクト関係者と
協議し， PNG教育事情を調査
(2) 研修の対象と考えられる PNG教育省力リキュラ
ム開発局関係者にインタビューを実施し研修ニーズ
を犯握.
(3) 初等学校において理数科の授業観察および学力調
査を実施し，授業および児童の学力の実態を調査
2，調査日程
5月11日
PNG 3íU~{í' 
JICA/PNG事務所谷口賀ー職員より PNGの教育
を含む現況について説明を受ける
5月12日
JICA/PNG事務所を訪問杉山茂所長より
EQUITVプロジ:ェクト(ピデオ授業の活用の普及を
目指した技術協力プロジェクト)の現状と短期研修・
長期研修への期待について説明を受ける 谷口賀ー
職員とカリキュラム開発評価局の長である Assistant
Secretaryを訪問 PNGのカリキュラム改革の現状
と短期研修・長期研修へのニーズについて説明を受
ける カリキュラム開発評価局カリキュラム・評価
部長Mr.Steven T田 dale(2009年研修員， t'r数が専
門)， Ms， Martha Kull (2011年研修員，算数が専門)， 
Ms. Collete Modagai (Ac也190血cer，環境教育が専
門)， Ms， Kila Tau (0伍cer，1):数が専門)， Mr. John 
Kakas (Senior oficer，理科が専門)と商談， PNGの
カリキュラム改草の現状と短期研修・長期研修への
ニーズについて説明を受ける
5月13日
Sacred Hearted Elementary / Primary Schoolを
訪問 G6/G7/G8の理数科授業を観察・ピデオ収
録するとともに，理科 .j;'7-数の学力調査を G6/G7
/G8にて実施した
5月14日
中央州の GairePrimary Schoolを訪問.G6/G7 
/G8の理数科授業を観察・ピデオ収録するとともに
理科・ j;'}:数の学力調査を G6/G7/G8にて実施し
た G6の理数科， G7/G8の理数科及び社会科では
EQUITVのビデオ教材を活用していた.同じく中央
州のPapaPrimary Schoolを訪問 G8の理科授業を
観察・ピデオ収録するとともに，理科・算数の学力調
査を G6/G7/G8にて実施した
5月15日
EQUITVのモデル授業を参観 G6の理科およびtr.
数授業を観察するとともにビデオ収録 Sacred Heart 
Bomana TTCを訪問理科1;):数の学力制査を l年
生対象に実施するとともに，理科・数学のデモ授業を
観察・ピデオ収録
5月16日
Bavaroko Primary Schoolを訪問 G6/G7/G8
理数科授業を観察・ピデオ収録するとともに，理科・
t"r.数の学力制査を G6/G7/G8にて実施した
在PNG日本大使館を訪問 今回の司l~査に関する報
告を実施.
. 3，学校訪問で得られた情報
?
???
? ???????
???
?
? ?
?ヵ ???，，?
?
?
?
? ????
?
?
?
???
?
?
??、ッ?
??
?
???
?「?
??
?
?
?
????
?
103 
香西武，小津大成，石坂広樹
る.職員は政府雇用であ石 G3から G8の6学年が
所属し，各学年4クラスの24学級で生徒数1200人で
あった G7/G8の算数，理科，社会，言語は教科
担任制(校内での措置による)となっている その他
の教科及ぴG6以下はクラス担任が教える.どの教科
を担当するかは学年の初めに校長が決定している 教
員が欠席した際，フリーの3人の教員が代替に入る
都市部の学校のため生徒の家庭ごとに異なった言語が
使われており，学校では， Elementaryから英語で授
業がされている 図書室は教科書だけでなく多くの小
説や図鑑などが充実しており，整理番号で分類されて
いる 3人の司書がいる PCもある(ネットは未接続)
土曜日には補習授業が行われている テストの成績を
もとに苦手な領域を特定し，過去の試験問題も参考に
して，対策が行われている EQUITVのピデオを見
ることもあるが，通常授業ではビデオを用いていない.
卒業試験は，数学50問，理科は他教科と一緒の50問
中のいくつかをしめている
(2) Sacred Hearted Elementary / Primary School理
数科授業 (5月13日)
①授業算数G8I平方と平方根」
Mr. Johnmax Tominde 教員経験17年
生徒数39人， 4列で着席 フラッシユカードを用
いて指数の掛け算・割り算を復習 1-14までの平方，
1-4までの立方を示した表を黒板に貼り，いくつか
の数字の平方・立方を生徒に問う チャートに示した
平方根，平方，立方根，立法の問題をあたえ，生徒そ
れぞれに解かせる 半分ぐらいはすらすら解答答え
合わせをして終了.
②授業 理科G7Iコミユニイティーに住む生物の相
互関係J Mrs. Margarete Peter 教員経験6年
生徒数43人 6つの島で着席.本日のトピックを板書，
食物連鎖(生産者，消費者，エネルギーの移動，草食動物，
肉食動物，雑食動物)について説明.食物連鎖の例を
板書，生徒はノート この食物連鎖の図に関する質問
を板書，生徒はコピー，解答答え合わせをして終了
@授業:算数G6I百分率JMr. Sosori 
教員経験16年
生徒数50人， 4つの列に分かれ着席 前時に学級
生徒50人の出身州と人数を調べ，そのデータを板書。
18/50x100/1 = 1800/50 =ひっ算=36% 
10 x 10の正方形の図のうち， 36個に色づけ
5人の州について，生徒を指名させ黒板で計算.
5/50x100/1 = 500/50 =ひっ算=10%，正
方形の数は 10個
以下，生徒が個別に作業 まず黒板をコピー.人数
が同じ場合も同一手順で改めて計算.25分経過時に
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新しい問題に着手している生徒は半分程度教員が同
じ人数なら同じパーセントだと教える.1人， 3人， 2 
人， 7人， 4人について生徒に開きながら教員が計算
過程を板書し， 10 x 10の正方形の図に記入
④授業理科G6I生物の適応」
44人が4つの島に分かれて着席.飛ぴ、込みで入っ
たため，前時の復習 生徒に質問し，補足説明
⑤授業理科G8I環境(ゴミの分解)J
教科書は2人にl冊(オックスフォード社製を使用)， 
教師の資料も 2人に l枚
ア ワークシートをもとにf 実験器具の名前を知る活
動(復習)
イ 分解という環境に関する学習
プラスティックバッグと綿で作ったバッグを見せ
ながら，プラスティックが分解されないことを知る
授業 アの活動が長すぎて，イをする時間が半分も
なかった 完全な教師主導型
~授業算数G7 I速さJMs. J anet Payari 
算数の教師がいないので，代理で授業 (Ms.Janet 
Payari，本来は数学教師)
ア グラフを見て出発時刻とか，変化のないところの
意味とかを確認する
イ 速さ，距離，時間を求めることを行い，公式を作
る
ウ 教科書の問題を解く・ グラフの読み取り
グラフの読み取りをしっかりと行っていたが，本
時の速さを求めることと関係性が少なかった.授業
を行ったMs.Janet Payariは当校でも優秀な数学教
師であるが，今年は校内人事の関係で算数担当では
ないとのこと(校長談)
(L授業.算数G6I図形の面積J Mr. Lano Jhonson 
L字形の図形の面積を求める 計算できる形(長方
形，正方形)に分解して，計算する方法を教師主導型
で行う ほかの解き方を生徒に問う場面はなかった
(3) Gaire Primary School (5月14日)
校長(Mr.Winn Gima) によればEQUITVのピ
デオデッキを活用，成績が伸びた 放送では座って
みているだけである ビデオの教員を入れると教員
が「二人」で授業することになる 理科はダブルピリ
オッドにしてビデオを一時停止し生徒教員のやり取り
を重視している 算数・理科・社会はピデオを活用
Elementaryでは母語で授業 1 図書館は卒業生が寄付
したPCも備えているが，教科書が多い.中国語の本，
日本の漫画も l冊あり.理数の授業を一人の教師が行
う 完全な教科担任制ではない各学年3クラスで構
成されている
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(4) Gaire Primary School理数科授業 (5月14日)
①授業理科G8I生物分解素材」
Mr. Peter Loi教員経験7年
担当した教員は，普段は社会を教えており，理科担
当ではなかった EQUITVを活用した授業で， 24人
が4つの島に分かれて着席した EQUITVのどデオ
に沿って授業を実施するが，一時停止ボタンを活用
し， Iスライドの映像を止めてノートを取らせる」ゃ
「わからない単語を辞書で調べさせるJ，Iモデル生徒
がモデル教師の質問に答える前に生徒に答えさせる」
といった活用をしていた また理由を問う質問を活用。
深い理解を促していた 「生物分解可能材料JI分解
者JI腐肉食動物」を説明定義した後，グループ活動
で教室の外に出てごみを採集した 教室に戻り 5つの
グループに分かれてごみを分類し，表に記入したのち，
発表させた まとめのスライドをコピーした 来週の
準備についてピデオと同内容を板書し確認した
②授業・理科G6I脊椎動物」
Mrs Bovi Veronica教員経験12年
EQUITVを活用した授業で，生徒24人が5つの島
で着席した 理科教科書を配布し， 34ページを聞け
るよう指示した 基本的にピデオを流して生徒が視聴
し，ビデオの指示通り生徒はノートを書いた 教員は
ピデオ中のワ}クシートの図を黒板に写した ピデオ
の中で取り上げられた動物(魚類，両生類，聴虫類，
鳥類，時乳類)の名前を板市した.ノートに苦いた脊
椎動物の分類枠(魚類，両生類，~唱虫類1 鳥類，附乳
類)に絵または単語で当てはまる動物をJ占、かせた ビ
デオの生徒が発表する前に一時停止し，生徒に発表さ
せた.まとめの後に出てくる次の時間に必要なものを
写させ，授業が終了した
③授業主1数G6I分数と百分率J
理科G6と同一学級で行われた授業である 生徒に前
時の学習「小数と百分率」を確認した後，本時のトピッ
ク「分数を百分率に」を板冷した教科白:の23ページ3
番の問題に関し，生徒が39/100= 39/100 x 100/ 
1 = 39%と解答を黒板に舎いた教員が補足説明と確認
のデモ39/100x 100/1 = 39/1を板告した次いで。
3 / 4 = 3 x 25 / 4 x 25= 75/ 100 x 100/ 1 = 75% 
と板書した さらに「百分率を小数に」と板古し， 25% 
を小数にするよう指示した生徒が紙を見せ， 25%=25
/100 = 25， (小数点を左に2つ移動)= 0.25と解答した
教員が補足説明し，同様に2問問題を解くよう指示した
生徒の解答を教員が板脅し，さらに4問問題を解くよう
指示した答え合わせをして授業が終了した
④授業 t-i:数G8I分数と比の値」
Ms. Evelyn Saweni-Ravuman 占土員経験10年
2時限分で授業を行った 番組をかなり頻繁にとめ
ながら授業を行う 番組はすべて頭の中に入っている
ようで， DVDの生徒の発言前に止め，教室内の生徒
に活動させた後， DVDを見て自分たちの結果と照合
する授業であった.番組に沿った授業展開を行ってい
た 3/8を比にすると， 3: 5になるという復習か
ら始まる (Oxfordの7年生の教科書には， 1: 33は1
/33と表現できると書いてあるが， TVプログラム
の教科書には， 3/8は3:5と書いである).K800 
の30%がTaxであり， Taxはいくらかという問題を
提示した 30% = 30/ 100 x 3C日/1と計算させる
計算力がないため， 85 x 12を足し算で計算する生徒，
かけ算表を見る生徒，指で計算する生徒などが多数い
た授業の展開は，復習 本時ーまとめ一次時の内容
と準備品の連絡となっていた.授業の途中でグループ
を作るが，それは教科目Jが2人に l冊しかないためで
あった
⑤授業算数G8I小数の足し算」
Mr. Mathias Watur 教員経験32年
TVプログラムを流して，テレピと同時に答えさせ
る授業であった.黒板には，教師自らが説明などを古
く 練習問題時にDVDをストップした問題は2聞
のみで， DVDで扱ったものは，繰り下がりのある小
数の引き算で小数点以下の位が異なる問題であった.
しかし，練習問題は2聞とも，繰り下がりのない引き
算であった
⑤授業・理科G7I歯の衛生」
Mrs， Fiona Maro 教員経験17年
Oxfordの教科書に基づいて授業が行われた.トピッ
クは，歯の衛生についてであった.教師主導で， 1問
1答式の授業が続いた 教科沓を視写(視写なら正確
に泌けたかどうかが問題であるが，その確認はなし)
させ， 7つのステップが持けたかどうかを確認した
ステップごとに読んで確認した(正確に古けたかどう
かは不明) 健康を保つための方法を3つ古かせ，発
表させる その3つを確認しただけで，カテゴリ一分
けしたわけではなかった
(5) Papa Primary School 理科授業 (5月14日)
(校長 Mr.Samuel Maiabau) 
G3から G8で，各学年lクラスで椛成されている
¢授業理科G8I有性生殖」
Ms. Wendy Rowina Rausi 教員経験5年
18人が3列で着席した， I有性生殖に関する復習」
と板己jし，チャートを見せて質問した。有性生殖の定
義と本時の活動(問題)を板告した 生徒はそれをノー
トに写す， Oxfordの教科古にそって授業がおこなわ
れた それぞれの問題について生徒が口頭で解答した
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(6) EQUITVモデル授業 (5月15日)
(工授業:理科G61液体の性質」
72人が14グループに分かれて着席した前時のト
ピック「何が固体か」について生徒が「本，柔らかい，
規則的，非金属」と解答し，教員が板書したテレビ
画面(スライド)に「固体とはなにか」と表示された
lOtコインと板書し，性質について発問した 生徒の
解答には「硬い，金属，規則的」といったものがあった
教員が「固体は形を変えるか」と質問すると，生徒は
「はい，力によって壊れる」と解答した スライドに「本
時の目的H液体とは何か」が表示される 教員は「液
体とは何か」と板書し，生徒に今朝あるいは昨夜食べ
たものを聞き.1水J1牛乳」との解答がされた スラ
イドでは他の例を示された スライドに「予想液体
は形をもつか」が表示される グループで議論し，カー
ドに予想をかかせた 予想を回収し.1形をもたない」
というカードばかりが黒板に貼られる 違う意見を問
うと「コンテナに入れたら形があるJという解答が
あった スライド「本時の活動 l 液体は形があるか
2.液体は形を変えることができるか 3 形をどのよ
うに記述するか.Jが提示された グループで確かめ
るよう指示する コンテナが配布され，水が注がれた.
教員が活動結果を生徒に聞くと. 1について「液体は
容器の形になるJ.2について「液体は形が変わるJ.3 
について「容器の形」という解答が得られた教員は「正
しい答えを見せますJといって3つの形の異なる容器
に水を注いで、みせ.1液体には形がないのでlの答え
はいいえです」と説明した さらに.1決まった形が
なく，形が変わるので2の答えはいいえ」と説明した
まとめのスライドを示し，ノートにとるよう指示した.
次のトピックのスライドを示し授業は終了した
②授業・算数G61分数を整数で割る」
本時のトピックは「分数を整数で割る」であった
まず前時「分数かける整数」の内容が復習される.ス
ライドで例題 12/9* 3Jが示され，生徒はノート
にコピーして例題を解いた.付近の生徒は 16/9J
K解答していた.教師は前に生徒を呼び板書して解答
させた 12/9 * 3 = 2 * 3/9 = 6/9 = 2/3J 
と板書し.1分子にかける数をかけ，その後約分する」
と教員が説明した本時のトピックを導入し，問題「あ
る水容器は2回使うと 4/5rrlに水をまける 1回だ
とどれだけ水をまけるか」について提示した.その際，
下記の表lのスライドを示し，生徒にグループで考え
させた.
表 1:比を用いた計算(l)
民た回数
生徒の解答には 14/2+ 2 = 2/5J 14/2 + 2 
= 4 / (5* 2)= 4 / 10Jなどがあった授業案で
は生徒からいろいろな解答法を聞くことになっていた
が，スライドで一つの考え方「割り算では害uる数と割
られる数に同じ数をかけると商は変わる(注変わら
ないの誤り[)という規則があることが示された.4 
/5γ2 = (4/5 * 5) ー (2* 5) = 4 + (2* 5) 
r 
= 4/ (5 * 2)Jのみの例が示された
ワークシート「口/口口=口/(口*口)=口/口
口/口=口/口」を配布し，グループごとに考えさせ
た 解答に取り組む生徒もいたが，多くの生徒が考え
ている様子がなかった最終的には教員が 14/5+2
= 4 / (5* 2) = 4 / 10+ 2/ム 2= 2/5Jと板書
し，解答した 次に，スライドで下記の表2を示した
表2・比を用いた計算(2)
いFューヌの量(1)
|オレンジグ数
ワークシートでの生徒の解答には.13/4 + 5 = 3 
+ 5/4 = 1/ 4J13/4 + 5 = 3/ (4 * 5) = 3/ 
20J 15→1. 3/4→1/4Jなどがあった生徒の一
人が13/4+5= 3/(4 * 5)= 3/20Jと板書した 13
クォーターを5で害jると 3/4+ 5= 3/ (4 * 5) 
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3/20Jと板書し，教員は本時で何を学んだかを確認
した.生徒より「割り算の時分母に割る数をかける」
と解答された まとめのスライドを示した後.1キー
フレーズ:分数を整数で割る」を示し，次回の授業1100
万以下の数」を予告して授業は終了した
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(7) Sacred Heart Bomana nc (5月15日)
カトリック教会設立の学校である 教員は政府職員
で，校長(授業は担当しない)と 14人の教員で構成
されている 本年度入学生から 3年制となった算数‘
担当教員は北海道教育大で研修を受けた者がいた 学
生の多くが，奨学金を享受する農村部の無職者で，修
了後は農村部で教員として働く予定である 現役卒業
の学生より年齢の高い学生が多い 訪問時点で.2年
生は教育実習中で，教員もその指導で地方に出ていた
今回の算数科授業者は，この訪問のために急逮地方か
ら戻ってくれた 教員はおおむね現場経験者ーその経
験に基づき授業を行うため，新しいカリキュラムに対
応できていない面があるものと予想された.TTCの
教員自身が研究及び研修を受ける機会が必要であり，
新しい教育方法，理念等を取り入れるための方策が必
要だろう
①授業:理科デモ授業「動物の特徴と教授法」
Fredenck Oituunato 
教員経験PrimaryTeacher 9年.TTC4年
学生に動物の特徴を示すカードを l人l枚ずつ配布
し，その特徴を共有させるテ・モ授業を行ってくれたが，
何を窓図した授業かよくわからなかった体験しなが
ら学習する・人に伝えることを通じて学習する方が，
よく定着するということを伝えるための授業だった可
能性もある
②授業:ti:数デモ授業「複雑な面積」
Ms. Mary Bolokon 
北海道教育大学で研修を受けた経験があり，下図1
のような形の面積の計鉾を学生にさせた.その際に計
算方法を確認し.そのほかにも解き方があることを説
明した
どのやり方が一番よいか，参加者に考えさせた
北海道教育大学での研修をもとにした授業であっ
た 数学の授業として行ったのか， Z~φ数教育として
行ったかについては不明であった Sacred Hearted 
E1ementary / Primary SchoolのG6で見た授業に関
連する指導であった.
図 1:面積を求めさせた図
(8) Bavaroko Primary School (5月16日)
学校長(陥s.Ca白血eMo悶)によれば Elemen凶 Y
ではいろいろな現地語+ピジン語.Primaryでは英語
で授業がされている EQUITVはG7/8の理数科
で時々用いられている(冷房の効くテレビ部屋がある，
職員室に時間割が貼ってあった).校長とインスベク
ターが教員の授業を定期的に観察(職員室に表あり)
している.G8の算数理科は教科担任制としており，
G7以下はクラス担任が教えている
①授業算数G81グラフと速度」
Mr. Patric 教員経験7年
39名の生徒が4列で着席した 本時のトピックを
示L.生徒に速度を求める公式「距離時間」を確認
した教員は.1 A.B. C3人の旅行者の横軸時刻，
縦軸.距離のグラフJ.1キーファクトJ1問題1.A. 
Cはいつ出発 2.Cは最初の3時間でどこまで進ん
だか 3.Bの平均速度 4 グラフにおける Cの水
平部分の意味は 5. AとBの旅程を記述せよ」の3
つのチャートを示した 生徒はノートに板古をコピー
するが，コピーに 30分以上の時聞を要した 20分経
過時点で解き始めているのは I名のみであった ごく
数名の生徒が解答を行い，教員がチェックした 全員，
平均速度の計S)ができていなかった 教員はグラフの
縦軸・横軸，傾きが一定なら同じ速度であることを説
明した 次の時間までに解答できていない生徒はやっ
ておくよう指示した
②授業:ti数G71百分率と分数」
Mr. Joseph Koggy 教員経験24年
33人が4列で活席した ワークシートの問題5を
見るよう指示した次に. 117/20 * 100/1 = 
1700/20 = 85%Jと板叫した 問題6130満点中
24点は何%Jを解かせた 生徒の解答には. 12400ム
30. 5をたて24-15で9.3がたって割り切れ，答
えは53J.124/30 * 100/1 = 3400/ 30J. 12400 
.; 30 = 70%Jなどがあった
教員が 124/30* 100/1 = 2400/30 = 80%J 
と板沓したが1 言十$1過程は詳しく説明しなかった
次に問題71算数は50点満点で38点，理科は80
点満点で63点 %を計算しどちらが高いかを求めよ」
を生徒に解かせた.生徒は割り算ができないので苦し
んでいた 途中だったが，そのまま授業は終了した.
e授業.理科G61五つの感覚J
Mrs. Priscilla Leme 教員経験4年
五感は動物が生きる上でどう役立つかについて表に
まとめていた 生徒が板書を写す時間が長く，肝心の
本時の活動になかなかいきつけなかった 活動の時間
をとるための工夫をすべきで，板書の写しに時間を使
いすぎの感があった まとめが観念的すぎた もう少
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し，本時の活動にマッチしたまとめをすべきであった
と恩われる
G:授業算数G7I小数かける小数の掛け算」
Ms. Sibona Kila 教員経験35年
導入で 1分間計算練習し，その後答えの確認をした
筆算のやり方を一つ一つ丁寧に指導した.その後練習
問題2問解かせ，できた子をチェックしたできた子
に黒板に解答を書かせて，全員に周知した 宿題では
計算問題を出した
<導入での 1分間言時草練習>
やり方は.]ICAの教材からヒントを得たという.
教員は生徒の計算力不足を感じており，導入で時間を
決め，計算の速さを競う計算練習を取り入れたとして
いる. 1分間テストは，以前のテストと比べて，成績
やでき方がどうなっているか比較しているという
⑤授業:理科G8I脊椎動物」
Mrs. Rhonda Suang 教員経験21年
グループワークで，異なる動物を様々な切り口で考
えさせた まとめが概念的すぎて，本時の目標が何で
あったか明確でなかったグループワークにも工夫が
必要であったと思われる.
⑤授業理科G7I脊椎動物」
Mrs. Brenda Ogio 教員経験11年
授業の導入では，脊椎動物のクイズが出された グJ
ループでの調べ学習が行われた調べ学習の後，グルー
プ内での発表者をさいころで決め発表させた 誰もが
発表者になる可能性があった 教員の後ろに， Model 
Group VVork Approachとして，ジグソー学習の方法
が掲示されていた(図2参照).本時もジグソー学習
の一部を生かしたものであり，このやり方は，教育省
の研修で学習したとされていた
時両憧 ïea.<~，
一一一
E国
医圏
E酉
図2 ジグソ 学習のためのグルプ分け
(教室掲示より)
4.学力調査結果(暫定版)
訪問した4校の PrimarySchoolとl校の教員養成
校において理科・算数の小テスト(各20分)を行った
同小テストの全結果を分析するには時聞を要するため，
最初に訪問した学校SacredHearted Primary School 
のG6(50名)及びG8(39名)の児童，さらに訪問
した教員養成校SacredHeart Bomana TTCの学生(83
名)の結果について取りまとめた
(1)理科
理科では， TIMSSのG4用のサンプル問題を抜粋
し小テストを作成した 全体として G6では世界平均
よりやや低い正解率であり， G8になって，世界平均
と同程度となっていることが分かつた また，分野で
は物理化学の粒子概念を問う問題が特に正解率が低い
(表3参照). 
表3:理科テストの結果概要
問題 分野 G61 G81 男 l女 世界平均 備考番号 正解率 正解率 正解率 正解率 正解率
1 生物 94% 86.4% 
植物の根
2 物理化学 お% I附|幻%I日 44% 誤答②49%
天秤
3 物理化学 70 74% 66.l% 
空気の量と燃焼時間
4 地学 87 -90% 69.9% 
太陽の動きと影
5 物理化学熱伝導 46% I 67% I 56.6% 
6 物理化学 51-52% 72.l % 
異なった置き方と質量
7 生物 8% L 62% I 61.0% 誤答①31%→ 18%
種子の形状と分散戦略
8 地学リボンの状態と風速 88-92% 58.4% 
9 物理化学混合物 65% I 84% I 55.9% 
10 地学礁の円磨と移動距離 66 69% 68.9% 
11 物理化学氷の大きさと浮き沈み 30 38% 39.3% 誤答③④28 46% 
12 生物外部環境と瞳の状態 60% 56% 
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(2) 算数
算数の小テストは，計算力，小数，分数，図形(角
度三角形).文章問題の5つの分野で構成されている
なお，学年としては G4 程度の問題を出題した 暫
定結果として以下のことが分かつている(表4参照)
.水平に置かれた三角形や典型的な二等辺三角形など
については認定が可能であるが，斜めに置かれたり，
特異な形のものであると三角形として認定できない
児童が多いことが分かった.
-文章問題ではj順思考の問題の正解率は高いものの，
逆思考になると正解率が60%程度にとどまってお
り，難易度がわずかに上がるだけで正解できない可
能性が高まることが分かつた
-数の計算では加法については比較的正解できるもの
の，減法については正解率が4割程度にとどまって
いる.
・分数計算については，通分の必要のないものでも 4
割程度，通分が必要なものでは 1劃程度まで正解率
が下がっている.
教員養成校の学生は. G6/G8の児童と比較し
比較的正解率が高いものの，分数の通分の必要な計
算では正解率が6割程度にとどまっているほか(表
の薄い灰色部分).三角形の認定や小数の理解に関
し.G6/G8の児童より正解率が低くなっており(表
の濃い灰色部分).算数自体の理解力の向上が急務
であることが分かつた.
表4:算数テストの概要
問題番号 分野
1 角度の大きさの比較
2 -1 ニ角形の認定一等辺ニ角形
2 -2 ニ角形の認定斜めのニ角形
2 -3 ニ角形の認定直角ニ角形
2 -4 ニ角形の認定 l角欠如の図形
2 -5 =角形の認定細い斜めのニ角形
2 -6 ニ角形の認定平らな水平のニ角形
2-7 ニ角形の認定水平のニ角形
2 -8 ニ角形の認定 1辺が曲線の図形
2-9 ニ角形の認定 l角が曲面の図形
2 -10 二角形の認定四角形
3a 小数の大小
3b 小数の大小
4a 文章問題見思考
4b 文章問題逆思考
5 -1 加法計τ):2桁+2桁
5 -2 加法言tt):2桁+3桁
5 -3 減法計ti:2桁-2桁
5-4 iJ.J，法計t):3桁 2桁
6 -1 分数加法計t}通分なし
6-2 分数加法計算通分必要
6 -3 分数減法計.t通分なし
6-4 分数減法計算通分必要
6 -5 分数減法計t)'通分必要
5.まとめ
以上の通り，本件調査の結呆に基づき，短期・長期
研修に期待される内容等をまとめると以下の通りとなる.
(1) インタピュー結果だけでなく，授業観察・学力調
査の暫定結果から.Primary schoolの児童及び教員
G6正解率 G8正解率 教員養成校学生正解率
28% 
81.3% 
16.7% 
31.3% 
58.3% 
4.2% 
37.5% 
18.8% 
95.8% 
91.7% 
97.9% 
66.0% 
88.0% 
94.0% 
58.3% 
84.0% 
70.8% 
33.3% 
40.0% 
44.9% 
6.1% 
36.7% 
10.4% 
6.3% 
43.9% 88.0% 
97.6% 98.8% 
48.8% 85.7% 
58.5% 91.7% 
68.3% 76.2% 
7.3% 46.4% 
63.4% 58.3% 
43.9% 82.1% 
95.1 % 85.7% 
90.2% 79.8% 
85.4% 89.3% 
76.3% 64.3% 
78.0% 79.8% 
92.5% 95.2% 
62.5% 84.5% 
82.9% 95.2% 
65.9% 88.1% 
40.0% 98.8% 
43.9% 94.0% 
39.0% 83.3% 
15.0% 60.7% 
51.2% 83.3% 
7.3% 71.4% 
10.0% 64.3% 
養成校の学生，さらに教員自身に理科・算数の教科
に関する知識目理解の不足が確認された 理科では
特に物理化学の粒子概念，算数では，図形(三角形)
文章題・分数の分野でその傾向が強いことが学力調
査から分かつた よって，短期研修では，特に上記
分野での理解力向上をまず目指すプログラムが必須
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となるものと恩われる
(2) インタビュー結果から，研修ではEQUITVの教
材(ビデオ・テキスト等〉の再考も重要なコンポー
ネントとすべきであると認めつつも.PNGにおい
て現在カリキュラム改訂が急がれていることから，
カリキュラム改訂に資する人材を育成することが重
要である よって，短期研修では.EQUITVの教
材を研修資料として活用しつつも，授業研究，日本
のカリキュラムの内容，カリキュラム改訂のプロセ
ス，教科書U作成・選定のプロセス等についても取り
扱う必要がある 長期研修ではさらに，カリキユラ
ム改訂を含む国の教育政策全般の立案・実施・モニ
タリングの行える人材の育成を目指し，中長期的な
カリキュラムの構築・運用に貢献できるように配慮
する必要がある
(3) 授業観察の結果から.PNGのPrimaryschoolの
児童は，他の第三諸国と比較し板書をノートに書
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き写す習慣が根付いていることや，グループ学習に
も慣れていることが確認された.しかし子どもに
考えさせる活動よりも教師の指示に基づいた活動を
行うという形式的なグループ活動が多く散見された
また.EQUITVの教材は各校で活用されているこ
とが確認できた 活用の仕方としては，クラスの状
況や教員の方針次第で多様であり，応用的な活用も
見られた
(4) 北海道教育大学などの元研修員の授業を観察した
ところ，学習してきた教授法を有効に活用できてい
ることが確認できた 応用能力にはまだ課題が残る
ものの.PNGの教員が研修を通じて教授能力を向
上するポテンシャルが高いことが分かった よって，
本件短期 長期研修を行う意義は十分にあるといえ，
さらに効呆の高い研修を目指す上では，研修員に対
し応用能力をどのようにつけさせるのかについて十
全に協議し臨むことが重要である
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